
（４） おそきだより 創刊号 平成２４年９月２７日発行 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9 月 27 日 第６支会役員会議、おそきだより発行 

10月6日 小曾木地区市民運動会準備 15:00～ 

10 月 7 日 小曾木地区市民運動会 9:00～ 

10 月 14 日 六中吹奏楽部東日本大会出場 

10 月 27 日 七小・六中合同音楽会 

11 月 10 日,11 日 小曾木地区文化祭 

11 月 11 日 消防団非常招集訓練 

11 月 17 日 七小展覧会 

11 月 18 日 地域の安全を守る会一斉周知活動 

11 月 25 日 第６支会インディアカ大会 

             

「おそきの学校の今後を考える会」は、準備会を経 

て平成 22 年 3 月 1 日に第１回が開催されました。 

この３月１日を発足日としています。 

背景には、地域の子どもの数の減少に対する危機 

感があります。地域の核となる七小、六中の児童、 

生徒数の減少は学校行事に参加した人の間でも話題 

になっていました。今後も減少する予測です。校長 

先生方とＰＴＡで話す中で、地域の方々とも相談し 

てはどうかとの話に進みました。 

地域で活動されている様々な世代の方に声を掛け 

たところ、やはり心配されていることもわかり発足 

に至ります。１年間に８回の考える会の勉強会を回 

覧で告知しみなさんと考えました。学校の今後を考 

えることは、地域の今後を考えることであることも 

わかり、長期的視野での取り組みの必要性を感じま 

「おそきの学校と地域を考える会」の紹介 した。規約の制定、役員の選出を行い、会の名称も実

施内容に合わせて「おそきの学校と地域を考える会」

に改定。孫、ひ孫の世代につながる地域となることを

願い、また、今、取り組まなかったことを後悔しない

ためにも活動を進める予定です。 

考える会の今年度の事業 

１．「おそきだより」を年３回発行します。 

  小曾木地区全戸配布です。 

２．おそき一斉メールの配信を開始します。 

  地域情報を登録された方に無料でメ 

  ール配信します（下記アドレスに空 

メールで登録できます）。 

osokinogakkou@gmail.com 

３．ブログで地域情報の発信をします。 

  おそきの学校で検索 

  おそきだよりよりも詳細な情報の 

  発信となります。 

   

小曾木地区の現状データ 

平成２４年度データ 

１．小曾木地区人口 4,346 人   

（男 2,022 人 女 2,324 人） 

２．小曾木地区世帯数 2,27１世帯 

３．小曾木地区自治会加入世帯数 1,024 世帯 

４．小曾木地区特養施設等入所世帯数 794 世帯 

５．小曾木地区自治会加入率 69.33％ 

※青梅市平均自治会加入率 51.63%（特養除） 

   市内最高自治会加入率（成木）78.86% 

   市内最低自治会加入率（新町）25.66% 

６．第六中学校生徒数 合計 58 名 

   １年生 14 名，２年生 32 名，３年生 12 名 

７．第七小学校児童数 合計 124 名 

   １年生 20 名，２年生 22 名，３年生 15 名 

   ４年生２１名，5 年生 19 名，６年生 27 名 

小曾木地区の行事予定 

おそきだより 記事・記者募集 

おそきだよりへの記事の掲載を募集します。身近な

地域のイベントや出来事などをお知らせください。

また、一緒におそきだよりを作成する方も募集しま

す。どちらも事務局または小曾木市民センターまで。 

事務局アドレス：osokinogakkou@gmail.com 

編集後記 

おそきだよりの創刊号ができました。作っている

立場では様々な思いのこもった第１号です。 

ちょっと交通の便は悪いけど、車があれば緑に囲

まれ静かで住みやすい場所に思える小曾木地区。若

者には魅力は薄いのでしょうか。そんなこともない

ようです。プチ（ちょっとした）田舎がいいとこの

地に引っ越して来る方もいらっしゃいます。 

まずは自分が楽しみながら、いろいろ住みやすく

する方法を考えてみるのがいいのかなと今は思って

います。 どうでしょう？ 一緒に考えて動いてみ

ませんか。今、考える会の会員は 28 名になりまし

た。子どもの元気な笑い声が、時には泣き声が、聞

こえるだけで町が明るくなるように思います。無理

なくできる範囲で地域に親しんで。そんな人の気持

ちが、いつまでも子どもの声が聞こえる町を作って

いくような気がします。       （若林良弘） 


